
◎「測量に関する実務の経歴証明書」記載要領   

 

  ・この証明書は、証明願者（申請者）の実務の経歴を審査する上で重要な書面です。 

   経歴を証明できる資料等や記載要領を参考に「発注機関」「作業名称」「作業期間」 

   「従事日数」等について、間違いのないよう記載してください。 

  ・様式（１枚目及び２枚目以降）は、国土地理院ホームページからダウンロードできます。（パ

ソコン等での作成も可能です） 

  ・審査に当たっては、記載事項確認のため、従事した測量作業の資料（契約書・特記仕様書・

業務計画書の写し）等の提出を求めるほか証明者へ問い合わせる場合があります。 

 

※以下の表は間違いの多く見られる項目です。記載される際の参考にしてください。 

内 容 注意すべき事項 

測量士補 

未登録者 

 

 

・測量士補未登録者は、測量法第 48 条の規定により基本測量及び公共測量 

 （測量法施行令第１条に規定する測量を除く）に従事できないため、 

 測量士補未登録者による基本測量及び公共測量に関する実務経歴の記載 

 は、認めていません。 

複数の勤務先 

 

 

・測量の実務に従事した勤務先ごとに作成してください。 

・複数の勤務先で実務を経験している場合は、勤務先ごとの証明書が必要 

 です。 

測量作業ごとに 

記載 

 

・測量作業に従事した経歴について、測量作業１件ごとにその根拠となる 

 資料等に基づき、間違いのないように記載してください。 

・年度単位や複数の業務を一括して記載することはできません。 

複数人での作業に 

おける実務の経歴 

 

・複数人で同一測量作業を実施した場合は、その測量作業の経歴は主とな

る従事者（１名）の経歴となります。 

・同一の測量作業の経歴を、複数人が重複して申請することは認められま

せん。 

従事技術の条件 

 

・現場の測量作業で従事した技術に「観測」業務のない経歴は、実務とし

ては認められません。（地形図作成等は除く。） 

証明書 

 

 

・代表権を有する又は代表権を有する者から証明する権限を委譲された職

にある者に限ります。 

・営業所長の証明は認めていません。 

 

 
 
○記載方法について 
 
  ① 証明願者（申請者）の氏名及び生年月日を記載してください。 
 

  ②「発注機関」の「名称」及び「所在地」   
   ・測量作業１件ごとにその発注機関（個人を含む）の正式名称及び所在地（番地まで）を記

載してください。 
   ・下請として請け負った場合、元請会社の名称ではなく、本来の発注機関（個人も含む）

の名称を記載してください。 
（発注機関とは、測量作業・工事等を計画し、費用を負担する本来の発注元（個人も含む）を

いう。） 
 



  ③「測量に関する実務の経歴」 
・同一測量作業を複数人で実施した場合、複数人が重複して経歴とすることはできません。 
経歴は、その測量作業の主となる従事者（１名）のみとなります。 

  ・発注機関（個人も含む）が、発注時に称した作業の名称（契約書等に記載された契約件名） 
を記載してください。 

  ・元請会社又は中間に入った会社からの依頼を受けた作業（下請）の作業名ではありません。 
  ・測量作業を行った場所を明記してください。道路名・河川名等の施設名又は、市区町村名

＋大字名まで、詳細に記載してください。 
  ・個人、会社等からの発注で特に測量作業の名称を定めていないときは、測量の対象、場所、

目的及び測量作業内容を具体的に記載してください。 
   （例） 個人の時 ：○○○所有地 △△市大字▽▽○○番地 境界測量 
       会社等の時：○○○㈱社有地 △△市大字▽▽○○番地（○○工場敷地）用地測量 
 

  ④「経験年数」の「作業期間」 
  ・発注機関と締結した契約書等に記載されている工期を記載してください。 

・開始年月日の古い順に上から記載してください。 
・作業種類がＡ（基本測量）、Ｂ（公共測量）の場合で、契約書の工期開始日が測量士補登録
前の場合は、開始年月日を測量士補登録日以降の日付で記載してください。 

  ・期間内に会社に採用された場合は、開始日に「採用日の日付」また、会社を退職された場合
は、終了日に「退職日の日付」を記載してください。 

  ・証明日以降も作業期間が続く場合は、証明日までの日付を記載してください。 
 
  ⑤「経験年数」の「従事日数」 
  ・契約書等に記載されている工期等の日数ではなく、実際に測量の実務（観測、計算、図化等）

に従事した日数を１日単位で記載してください。（測量の実務時間、８時間を１日と換算し
て記載してください。） 

   
（注）計画、打合せ、立会い、丁張、資料整理等の業務は、測量の実務に該当しないため、 
  測量作業に従事した日数には含めることはできません。 
（注）記載された従事日数を確認するための資料（契約書の写し、日報、工程表等）の提出を求め 
  る場合があります。 

   
  ⑥「証明年月日」 
  ・証明者が実際に証明を行った年月日を記載してください。 
   （証明日が未記載の場合は、返送します。） 
 
  ⑦「証明者」 

・代表権を有する者又は代表権を有する者から証明する権限を委任された職にある者に限り
ます。 

  ・代表権を有する者から証明する権限を委任された者が証明をする場合は、「代表者から権
限を委任されている」旨を明記してください。 

  ・証明者の勤務先名、住所、役職、氏名、電話番号を必ず記載してください。 
 

（例）国、地方公共団体等の公的機関の証明者は、その機関の長又は、規則、規程等により証明の権

限が委譲されている者に限ります。 

      また、民間の会社等にあっては、その代表権を有する者（社長・代表取締役等又は社則、社

内規定等により証明の権限が委譲されている者（支店長等））に限ります。 
      なお、証明権者について不明な場合は、お問合せください。 
 

  ⑧「証明者印」 
  ・社印・代表者印の押印は不要です。 

  



記載例（測量に関する実務の経歴証明書） 
 
様式第１号（第４条関係） 

 
測量に関する実務の経歴証明書 

 

 
 
            氏  名  国 土 一 郎 
     （証明願者） 

            生年月日  昭和 57年 ６月 19日生 
 

 

      上記の者は、下記のとおり測量作業に従事したことを証明します。 

                  記 

 

発  注  機  関 
測量に関する実務の経歴 

経  験  年  数 
備   考 

名  称 所 在 地 作 業 期 間 従事日数 

国土交通省 

国土地理院 

応用地理部 

茨城県つくば市 

北郷１番 

平成25年度治水地形分類図作成作

業 

（○○地区） 

H25年 8月25日から 

H26年 1月28日まで 
83日   

○○（株） 
東京都○○区 

○○1-1-15 

○○（株）所有 ○○市○○123番地 

○○工場 敷地用地測量 

H26年 2月15日から 

H26年 3月20日まで 

 

19日  

 

（個人） 

○○ ○○ 

○○県○○市 

○○357-3番地 

○○ ○○所有地 ○○市○○423番地 

用地・境界測量 

H26年 5月10日から 

H26年 5月30日まで 
3日   

○○県 

○○土木事務所 

○○県○○市 

○○2-2-2 

県道○○線 

道路舗装工事 
H26年 6月 1日から 

H26年 9月10日まで 
24日   

国土交通省 

○○地方整備局 

○河川国道事務所 

○○県○○市 

○○246-12 

国道○○号（○○市○○地区） 

道路舗装（○）工事 

H26年 7月 2日から 

H26年12月30日まで 
39日   

（株）○○○ 
○○県○○市 

○○876-1 

（株）○○○所有地 

○○支店新築工事に伴う用地測量 

H27年11月 6日から 

H27年11月15日まで 
8日   

 

○○市役所 

 

○○県○○市 

○○6-6-1 

○級河川○○川改修工事に伴う 

測量設計業務委託 

H27年12月 1日から 

H28年 3月 3日まで 
41日   

（個人） 

○○ ○○ 
東京都○○区 

○○2-3-5 
○○ ○○宅敷地（宅地） 

現況・分筆測量 
H29年 4月 1日から 

H29年 4月21日まで 
6日   

計 223日  
 

 
令和 ７年１０月２２日 

                （証明者）勤 務 先 名  株式会社 国土交通コンサルタント 
                     勤務先住所  茨城県つくば市○○1-10-2 
                     役 職 名   代表取締役社長 

氏   名  地 理  太 郎 
電 話 番 号  〇〇〇-〇〇〇〇-〇〇〇〇 

国 土 地 理 院 長 殿 
 
 
 
 
 
 
 

発注元を記載する。 

元請会社ではないので注意する。 

② ③ 

開始工期（年月日）の古い順に 

上から記載する。 

日数を丸めない。 

１日単位で記載する。 

作業を行った地区名、

所在地（住所）、 

または道路名、河川

名など施設名を記載

する。 

⑥ 

証明日は、記載している作業期間

の終期年月日以降の日付とする。 

対象となる作業期間内に複数の会社に勤務した

場合は、会社ごとに証明書を作成し、証明は各社

ごととする。 

⑦ 

社印及び代表者印

は不要。 

⑧ 

⑤ ④ 

様式は、１枚目及び２枚目以降の２種類ある。 

１枚目で実務の経歴が記載しきれない場合は、

２枚目以降に記載する。 

（１枚目を行送りし、帳票形式での使用は不可） 

① 

※１枚目 



 
 
 
 

発  注  機  関  
測量に関する実務の経歴 

 

経  験  年  数 
備   考  

名  称 所 在 地   作 業 期 間 従事日数 
 

○○市役所 

 

○○県○○市 

○○6-6-1 

市道○○号線改修工事に伴う 

測量設計業務委託 

（○○市○○地区） 

H29年 6月 3日から 

H29年 9月29日まで 
41日   

国土交通省 

国土地理院 

関東地方測量部 

東京都千代田区 

九段下1-1-15 
○○事業に伴う水準測量作業 

（○○地区） 
R 1年 6月26日から 

R 1年12月11日まで 
89日   

 

○○鉄道（株） 

 

○○県○○市 

○○3-14-24 
○○線○○改良工事 

（○○駅～○○駅区間） 
R 2年 2月10日から 

R 2年 7月15日まで 
38日   

   
年 月 日から   

年 月 日まで     

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

   
年 月 日から   

年 月 日まで   
  

 
                             計                    
 

168日  
 

 

（証明者）勤 務 先 名  株式会社 国土交通コンサルタント 
                     勤務先住所  茨城県つくば市○○1-10-2 
                     役 職 名   代表取締役社長 

氏   名  地 理  太 郎 
電 話 番 号  〇〇〇-〇〇〇〇-〇〇〇〇 

 

 

 

※２枚目以降 


